
学区の地域基礎調査 

 

                     中 里     学  区 

１．学区の特徴 

旧中主町の南部、元の中里村の範囲に一致し、錦の里を加え１１地区で構成。 

旧中主町の中心地で、昭和５０年代頃から吉地、西河原付近の市街化が進行。 

両地区は、土地区画整備事業が行われ、都市基盤が整備された。 

地形的には平坦地で、周囲には野洲川、日野川、家棟川があり、市街化と調整

区域からなり、人口は７,２７７人、面積は約８５９ha である。 

分庁舎を中心に商業・業務施設が立地、周囲の住宅・工業地により市街地形成。 

大津湖南幹線や広域幹線道路の整備が進行中である。 

真宗１０派の錦織寺、阿弥陀如来坐像の佛性寺、国宝十一面観世音菩薩の蓮長

寺、赤穂浪士近松勘六の生家（近松邸）、国宝薬師如来像（薬師堂）等の歴史・

文化的遺産が存在する。 

大半が調整区域で田園地帯が広がり、豊かな自然環境に囲まれた近江米の産地。 

●全体的な特徴 

   地形・自然 吉地・西河原中心に市街化の推進、大半は農村地域 

   人口分布 １１自治区総数７,２７７人 比江･吉地･西河原･比留田で 

５，１８０人を占める。(H２１．４．１現在) 

 高齢化  ２４．３５％（H２１．４．１現在） 

   交通   市内循環バス、近江バス、タクシー 

   歴史・人物 近松勘六(赤穂浪士４７人の１人)・大岡利右衛門(米作り)・ 

         木辺宣慈(木辺レンズ) 

  ●農業・林業・水産業関連の特徴 

   農 業・林業・漁業の形態 特産物・・・米・野菜・果樹  



  ●商業関係の特徴 

   地元の小売   西河原地域に集中している 

  大型店舗    イオン 

   チェーン店   コンビニ 

   加工所      

  ●観光関係 

   神社・仏閣   真宗１０派の錦織寺 

 
 

阿弥陀如来坐像の佛性寺 

 

          国宝十一面観世音菩薩の蓮長寺 

 
 

赤穂浪士近松勘六の生家（近松邸） 

 
 
 
 
 
 
 
 

国宝薬師如来像（薬師堂） 

   自   然   家棟川流域に葦帯や緑地帯が残る 

   レジャー施設  なし 

 
 
 



２．地元商品取扱店の調査 

◆地元商品を取り扱う店（朝市・無人市場・個人的に店舗を構えられている

ものを含む）・・・西河原、木部(第２、第４日曜日)、JA(毎週火曜日) 

  
 

 木部新鮮野菜朝市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・店の名前  木部新鮮野菜朝市   

・代表者氏名 田中宏司(木部わいわい会) 

・住  所  木部天神山(県道野洲中主線)  

・営業時間７：００～１１：００ 

・定 休 日  第１・第３日曜日        

・駐車場の有無 無し 

・連 絡 先    ５８９－４３７０       

・取扱品目  野菜・果物・花 

・店のコンセプト 年老いた者が語り合う憩いの場所にしたい。 

・購買者の傾向等  通行途中の利用客が多くリピーターが多いのも特徴。 

・納入者の傾向  地域の農業者 

 
 
 
 



ふれあい市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・店の名前  ふれあい市  ・代表者氏名 杉田澄子         

・住  所 ＪＡ近江富士中主支店(旧マーケット)      

・営業時間  ８：３０～１３：００ 

・定 休 日  火曜日以外と祭日        

・駐車場の有無 有り 

・連 絡 先    JA 生活課担当       

・取扱品目  野菜・花卉・パン・小魚・農産加工品 

・店のコンセプト コスモス加工所での農産加工品 

・購買者の傾向等 地元と加工品に関心のある固定客、主に高齢者が多い。 

         リピーターが多いのも特徴。 

・納入者の傾向  家庭用野菜の余剰品(旬の野菜)。約１５人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



フェリーチェ(いちごとブルーベリー) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・店の名前  フェリーチェ(いちごとブルーベリー)           

・代表者氏名 南出喜代次 

・住  所  比江２２５８    

・営業時間 １０：００～１６：００(平日)  午前中のみ(日・祝) 

・定 休 日  月曜日のみ        

・駐車場の有無 有り 

・連 絡 先    ５８９－５９１７   

・取扱品目   いちご・ブルーベリー・みつば・セリ 

・店のコンセプト ４年前から開園し、体験型農園をベースにした直売所とし

て運営している。地域通貨『すまいる』が買い物代金の一部

に使える。 

・購買者の傾向等 ２０～３０代の子育て世代をメインに、直売に対しては全

年齢が対象。リピーターが多いのも特徴。 

         土・日・祝日が多く、約１５０人位。平日は主婦グループ。 

         特に休日は子連れが多い。また、食育の勉強を兼ねた保育

授業としての参加もある。 



青空市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・店の名前  青空市 ・代表者氏名 田中まき枝 

・住  所  西河原８９６      ・営業時間  一定でなし 

・定 休 日  火・金曜日以外     ・駐車場の有無 有り 

・連 絡 先    ５８９－３５０９   

・取扱品目  野菜・卵・蓮根・漬物・花等 

・店のコンセプト 老後のボケ防止、生きがいの為に実施。 

・購買者の傾向等 通行途中や地元(地域)、若い人・高齢者。主に女性が多い。 

・納入者の傾向  近所の方中心、毎日２～３人 

 
 

２．地元商品取扱店の調査 

  イオン  魚忠 

 

３．地元商品を販売するイベント 

   特になし 

 

４．地元に伝わる伝統料理やもの、伝統芸能など 

  左義長 ・ 神事(神児) ・大神楽 

  


